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議　　　題

内　　　容

　ワンストップサービス及び瑞穂町役場の組織と部署の配置について説明をし、ユニバーサ

ルデザインやバリアフリーについて協議材料として、現在の役場庁舎の原状を把握していた

だくため、庁舎の視察を行いました。また、建築環境の学識経験者である須永委員から省エ

（１）利用者の利便性の高い施設、１か所で多くの

　　　用件を済ますことができるワンストップサー

　Ｑ．ワンストップサービスの説明を聞くと、複数の窓口で行わなければならなかった手

　　　続きを１つの総合窓口で完結させるサービスという風に感じ取れた。瑞穂町はこの

　　　方法をやるということでいいのか。

　　　様々な相談に訪れた住民のプライバシーを守るだけの相談スペースを確保すること

ネルギー化について、説明をいただきました。

委員質問及び確認事項等

　Ａ．事例として説明に使った自治体の規模は人口が約１０万人、瑞穂町の人口は約３万

（２）意見について

　　①新庁舎でワンストップサービスを適用すると、スペース的に狭くなるのではないか。

委員からでた質問及び確認事項等について、以下のとおり要点筆記します。

　　　レイアウトを考え、いろいろなことができる庁舎を建設すべきと感じた。

（１）質問について

　　　４千人なので、行政規模が少し異なるのですが、このようなワンストップサービス

　　　を実施する場合、庁舎のレイアウト以外にも組織についても検討をしなければなり

　　　ません。業務の一部を事務委託すること等も含め、今後、検討をしていきます。

　　　が決まらないと、レイアウト案はできないのではないか。

　　④現在の役場の部署の案内表示は緑地に白文字で統一されている。色にはエネルギー

　　　ができなくなるのではという懸念がある。

　　②現在の庁舎は使い勝手が悪い感じがした。新庁舎を建設するのであれば、より良い

　　③どの程度のワンストップサービスのレベルを求めているかによって、窓口スペース、

　　　事務処理スペース、待合いスペース等の面積規模が変わってくる。そういったこと

　　　があるので、部署ごとに色分けをしたらどうか。

　　⑤今の役場の階段は照明も暗く、幅も狭い、段差も急であり、高齢者には昇降がきつ

　　　バーサルデザイン、バリアフリーについて

（３）その他

　　　いと感じた。そういったところを考慮してほしい。

　　　ビスについて

（２）高齢者や障がい者が利用しやすい庁舎、ユニ
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　　　ようお願いしたい。

　　　に庁舎まで入れるよう配慮、高齢者優先の駐車場の設置、床の色分けなど来庁者の

　　　導線の工夫、音声案内による来庁者の案内等の意見が出ているので検討をお願いし

　　　たい。また、新庁舎の建設には福祉のまちづくり条例等の法令を遵守して取り組む

　　⑥福祉関連部署の職員から、個別相談スペースの確保、体調を崩した来庁者の休憩ス

　　　ペースや授乳スペースの確保、出入口から近いところへ福祉関連部署の設置、地域

　　　包括支援センターの高齢課との併設、駐車場から入口まで庇を設け雨天時に濡れず
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